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平成２５年９月３０日

　特別支援学校の設立は私及び所属会派｢市民クラブ｣として要望してきた案
件であり、竹中市長の英断に賛意を表します。ここから更に、知的障害や発達
障害の支援拠点整備など、障害福祉の新たな取組みが始まる事が期待されま
す。
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主な活動

議会・会合・視察・イベントなど

9/4-5 9月定例会本会議
9/6 本会議～決算審査特別委員会～予算審査特
別委員会
9/7   自治体政策フォーラム秋期セミナー
9/9   議員懇談会
9/12 建設水道委員会
9/15 敬老会
9/19 刈谷南中学校運動会
9/24 決算審査特別委員会～予算審査特別委員会
9/25 本会議　　　　　　　　　　　　　　　ほか

刈谷城築城480年ポロシャツを着用して登壇しまし
た。

10/2 中部会
10/5 津田工業労組定期大会、トヨタ紡織労組定期
大会
10/12 重原地区古紙回収
10/16-18 建設水道委員会視察　　 ほか

次月の主な予定

９月定例会で一般質問しました! 件名１『発達障がい者への総合支援について』
Q：発達障がいを持つ、あるいは疑われる児童・生徒数と全児童・生徒数に
占める比率は？
A：本年度では通常学級３５７名、特別支援学級１８１名、合計５３８名で、全小
中学校の児童・生徒数全体の約4％にあたる。
Q：総合支援拠点『発達障がい者支援センター』設置の必要性をどうお考え
か？
A：発達障がい児・者の支援は、非常に重要な課題と考えている。発達障がい
者の支援に特化した施設を建設する予定は現段階ではないが、継続支援とと
もに機能強化も図っていきたい。
件名2『震災時の市民の対応と避難所について』
Q：環境省はペットの避難所受入れ体制の整備を求めているが、刈谷市は
どう進めていくか？
A：危険動物を除き、飼育場所を避難所の屋外とすること、届け出の必要があ
ること、管理責任は飼育者にあることなどを避難所運営マニュアルに定めてい
る。　今後、環境省のガイドラインを参考に、避難者の相互理解が得られるよ
う、特に衛生面において必要な対策を検討していく。

トピックス

１.市が独自で特別支援学校(肢体不自由児向け)
　の整備を開始します！

●9月定例会一般質問時での竹中市長の答弁(抜粋)
『特別支援学校の設置義務はまず愛知県にあります。県は知
的障害のマンモス化解消を優先しており、このままでは実現ま
でに長い年月がかかるだろうとも感じております。こうしたハン
ディを持っている子ども達が健やかに成長するための環境整
備も必要なことであると考え、刈谷市立として肢体不自由に特
化した特別支援学校を整備してまいりたいと思っておりま
す。できる限り早い時期に建設までの道筋をお示しできればと
考えております。』

２.刈谷駅南口に再開発ビルが建設されます!

●場所：駅南口西側の敷地(約3,000㎡)に民間業者が開発。
●概容：地上23階、高さ約80m(市内最高)で、1～2Fは商業店
舗、3～4Fは事務所、5～23Fは129戸の分譲住宅とする。
●完成時期：平成28年夏頃を予定。


